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図表3 北海ブレント原油先物価格の推移と物価（民間最終消費支出デフレータ）の推移
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日本経済の行方を左右するホルムズ海峡の封鎖

※ ナインアウト株式会社が提供する
アンケートサイトへ遷移します。
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図表1 ホルムズ海峡の位置

2022年のロシアのウクライナ侵攻の際、世界の原油供給量は

変わらなかったものの、先進国がロシア産原油を買い控えたことで

価格が急騰しました。しかし、今般は供給自体が止まり得る状

況で、原油価格への影響は22年を上回る可能性があります。

戦争状態が長期化すれば、日本経済はエネルギーや様々な

原材料コストの上昇を通じてインフレと景気後退が同時に進む

「スタグフレーション」に陥ることが懸念されます（図表3）。

因みに、内閣府のモデルを用いた当部試算では、仮に原油価

格が22年のピークを超える130ドル台で推移した場合、物価は

1.3％程度上昇し、実質GDPを▲0.7％程度押し下げるとみら

れます。金融市場や日銀の金融政策等にも大きな影響を与え

ることから、今後の動向を十分注視していく必要があります。

原油輸送の要衝、ホルムズ海峡が封鎖状態に

懸念されるスタグフレーション

先月28日の米国・イスラエルによるイラン攻撃以降、中東情勢

は緊迫の度合いを増しており、一連の軍事衝突を受けてホルムズ

海峡はイラン革命防衛隊（最高指導部直属の軍事組織）によ

り、事実上の封鎖状態にあります（図表1）。

財務省貿易統計によると、日本は原油輸入の9割以上を中東

に依存し、原油タンカーの大部分がホルムズ海峡を通過していま

す（図表2）。このため、海峡封鎖が長期化する場合、深刻な

原油需給の逼迫に繋がる懸念があります。
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図表2 日本の原油輸入先構成比
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